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２ 研究目的 

土壌から植物への放射性セシウムを含む各種元素の移行が土壌によって

異なる原因として、特に土壌の交換性画分の重要性に着目している。この

画分の迅速な測定技術の開発を FT-IR を中心として進める。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  FT-IRによるモデル作成 

FT-IR を活用して、AI 技術を組み合わせて、土壌の交換性放射性

セシウム/全放射性セシウムの比率を推定するモデルを作成する。 
（北海道大学大学院農学研究院 信濃 卓郎） 

 

② 異なる土壌の鉱物特性の解析 

移行特性の異なる典型的な土壌の鉱物的な特性から、その要因を解

析する。 
（北海道大学大学院工学研究院 佐藤 努） 

 

③ 養分分配に関する土壌特性の測定 

土壌の固液分配（Kd)を解析し、FT-IRによる推定に供試する。 
（北海道大学大学院農学研究院 渡部 敏裕） 

    

４ 今年度の目標 

 複数の土壌特性を指標として FT-IR を利用した迅速測定に資するモデ

ル式の作成を進める。 

 

５ 期待される効果・貢献 

 土壌の鉱物組成などが異なる様々な土壌を対象として、放射性セシウ

ムを含む様々な元素の植物への供給能の迅速な評価システムが構築され、

精緻な土壌管理に基づくよりロバストな生産体系の確立につながる。 

 
 



放射性セシウムの土壌から植物への移行特性を決定する要因の迅速測定法の開発

放射性セシウムによる農地汚染から迅速な回復を目
指し、その技術を今後の核事故の備えとして発信す
る必要がある。

FTIR（フーリエ変換赤外線分光法）

の特定波長域を活用して、放射性セ
シウムの動態に関する土壌特性を
解析する手法を開発する。

土壌の分析（放射
性セシウム、交換
性放射性セシウ
ム、カリウムなど）
、植物体の分析

農学院

土壌の鉱物組成
の解析

工学院

土壌のFTIRを用
いた分析とAIを利

用した解析

FAO/IAEA

交換性放射性セシウム/全放射性セシウムの比率の
迅速測定法の確立

（R５目標）

被災地の農業対策・国際的な核事故への備えのための
調査手法の提示、他の元素の動態把握による安定生産

（期待される成果・貢献）
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